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③　評価・反省の方法（複数選択）

　ア，イ，ウともに評価方法としては重要であり，
それぞれのよさを組み合わせている。
　さらに学校規模別に集計をしてみても学校規模に
よる大きな差異は見られなかった。
④　評価・反省結果の検討状況（複数選択）

　小・中・高等学校とも大部分の学校において職員
会議で評価・反省結果の検討がなされている。さら
に，３分の１程度の学校で各委員会等（部会も含む）
でも実施し，それぞれの段階で評価・反省が行われ
ていることがうかがえる。
⑤　評価・反省の公表状況（複数回答）

　小・中・高等学校ともに「オ　公表していない」学
校が３分の２以上で，割合が大きい。

⑥　評価・反省状況の活用状況（一つを選択）

「ア　十分生かされている」「イ　だいたい生かされ
ている」が，小学校で約９５％，中・高等学校でも約
８５％に達している。
⑦　評価反省の具体的活用状況（自由記述）

　複数記入や未記入があったが，その総記述数は，
小学校が５４８，中学校が１８７，高等学校が８４であった。
表の数字はこれら総記述数に対する割合である。
７０％以上が「次の学期・年度の教育計画・活動に生
かす」に関する内容であった。
　「現在の教育活動の修正や学校課題の発見と解決」
「教職員の意識改革，資質の向上等」「外部への説明
と情報収集，家庭・地域との連携」に関する内容は
１５％以下であった。

高　校中学校小学校

６１.１８９.３７７.１ア　評価票で

５２.６７５.６７４.５イ　自由記述で

５０.５３８.３６１.２ウ　話し合いで

 １.１ ０.０ ０.４エ　その他

高　校中学校小学校

９５.８９８.３９７.８ア　職員会議で

４１.１３６.４３３.５イ　委員会で

 ０.０ ０.４ ０.４ウ　特に行わない

 １.１ ２.１ ３.０エ　その他

高　校中学校小学校

 ２.１１２.４ ２.４ア　児童生徒に

 ２.１１６.９１２.５イ　保護者に

 ６.３１７.４１５.９ウ　学校評議員に

 ０.０ １.７ １.５エ　地区住民に

７８.９６６.９７２.３オ　公表していない

１３.７ ２.１１２.２カ　その他

高　校中学校小学校

４.２７.４１４.１ア　十分生かされている

８０.０７８.５８０.８イ　だいたい生かされている

１５.８１４.０５.３ウ　あまり生かされていない

０.００.００.０エ　ほとんど生かされていな
い

高　校中学校小学校

８１.０７８.６７５.５「次の学期・年度の教育計画・
活動に生かす」に関すること

１４.３１０.２１５.１
「現在の教育活動の修正や学校
課題の発見と解決」に関するこ
と

 ０.０ ２.７ １.８「外部への説明と情報収集，家
庭・地域との連携」に関すること

 ３.７ ７.０ ６.６「教職員の意識改革，資質の向
上等」に関すること

 ０.０ １.６ ０.９「児童，生徒主体の活動の推進」
に関すること

 １.２ ０.０ ０.０「生徒指導」に関すること


